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In order to evaluate the importance of each DPRI magnetometer as a reference stations, accuracies of the regional 

geomagnetic field model which excludes DPRI data are estimated. In most areas in Japan, precisions of the model 

are better that 1.5 nT, which are the required ones for the tectonomagnetic studies. However, errors in some areas 

which include Tottori observatories are worse than 3.0 nT. This means that the existence of site at the place of the 

Tottori observatory is quite important to improve the accuracy of the model. 

 

１．はじめに 

日本では、プロトン磁力計を用いた地磁気全磁

力の観測点が約４０点展開されている。その主要

な設置目的は、地震や火山活動に伴うピエゾ磁気

効果や熱磁気効果がつくる地磁気変化を観測する

ことである。しかし実際には、シグナルが現れる

観測点は少なく、多数の観測点は、地殻変動以外

の原因により生じるより大きな変動（基準場）を

推定するための参照点としての役割を持つ。 

京都大学防災研究所では現在、宝立（石川）・上

宝（岐阜）・御嶽山麓（長野）・鳥取において地磁

気全磁力観測を実施している[1]。このうち、御嶽

山麓を除く各観測点は、参照点として位置づけら

れる。基準場の推定精度は、各参照データの質と

ともに、その配置に大きく依存するので、適切な

位置に配置されているかが、十分検討されなけれ

ばならない。 

 

２．基準場の推定精度  

 基準場の推定には、自然直交関数法が有効であ

ることが、先行研究によって示されている[2,3]。

この方法を用いて、実際の基準場を推定するため、

参照データの収集作業が気象庁地磁気観測所の主

導で進められている。現在、気象庁・国土地理院・

東京大学地震研究所のデータが利用可能な状態に

あり、これらを用いて作成された標準場が、暫定

的に作成されている[4]。 

 観測点配置に起因して生じる標準場の推定誤差

の大きさは、逆問題の理論を適用することで得ら

れる。防災研究所の観測点を用いずにモデルを構

成した場合、西日本の一部で、求められる精度が

満たされないことが確かめられる。 

防災研究所の鳥取観測点は、上記誤差が大きい

場所に位置する。すなわち、同観測点は、標準場

の推定に対して不可欠である、と言える。 
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